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第
60
回
記
念
大
会
道
育
成
会
全
道
大
会
・

北
広
島
大
会
は
、
８
月
８
日
㈯
、
９
日
㈰
の

両
日
、
北
広
島
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
を
主
会

場
に
開
催
さ
れ
、「
伝
え
よ
う
、
私
た
ち
の

想
い
。
繋
げ
よ
う
、
未
来
へ
」
と
い
う
大
会

テ
ー
マ
の
も
と
、「
大
志
を
い
だ
け
！　

き

た
ひ
ろ
の
地
か
ら
」
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

全
道
各
地
か
ら
８
７
０
余
名
の
多
く
の
仲
間

が
集
い
、
分
科
会
な
ど
で
熱
心
な
意
見
交
換

を
行
い
盛
会
の
う
ち
に
終
え
ま
し
た
。

　

大
会
式
で
、
奈
須
野
大
会
長
（
道
育
成
会

会
長
）
か
ら
「
昭
和
30
年
８
月
、
私
た
ち
の

先
人
が
障
が
い
を
も
っ
た
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
の
窮
状
を
見
か
ね
、
今
の
育
成
会
の

前
身
で
あ
る
北
海
道
精
神
薄
弱
者
育
成
会
を

結
成
し
運
動
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

60
年
後
の
今
も
、
障
が
い
者
を
取
り
囲
む

多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
そ
の
運
動
は
引
き
継

が
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
を
勝
ち
取
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
の
中
で
、
教
育
を
受
け
る
権
利

を
勝
ち
取
り
、
働
く
場
を
広
げ
、
い
ろ
い
ろ

な
生
き
方
も
少
し
は
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
私
た
ち
が
学
ん
だ
こ
と
は
様
々

な
権
利
、
そ
し
て
権
利
の
拡
充
は
け
っ
し
て

与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
声
高
ら
か
に

　

初
代
会
長
の
城
戸
幡
太
郎
氏
の
育
成
会
結

成
当
時
の
あ
い
さ
つ
の
中
に
「
思
い
や
り
と

助
け
合
い
に
よ
る
正
し
い
秩
序
と
美
し
い
共

和
の
社
会
」
と
あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り
し
た

社
会
制
度
の
上
に
こ
の
よ
う
な
社
会
の
優
し

さ
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

60
年
の
時
空
を
超
え
て
私
た
ち
に
繋
が
れ

て
き
て
い
る
「
共
生
社
会
」
の
実
現
の
想
い

を
、
ま
た
、
63
年
前
の
３
人
の
お
母
さ
ん
た

ち
の
想
い
を
今
大
会
を
通
じ
て
未
来
へ
繋
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
石
狩
地
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の

会
連
絡
協
議
会
（
北
広
島
市
親
の
会
、
石
狩

市
・
江
別
市
・
恵
庭
市
・
千
歳
市
の
各
育
成
会

で
構
成
。）が
道
育
成
会
と
主
催
し
て
お
り
、

大
会
実
行
委
員
長
を
務
め
る
加
藤
裕
子
（
北

広
島
市
し
ょ
う
が
い
児
者
を
持
つ
親
の
会
会

長
）
氏
か
ら
「
北
広
島
市
し
ょ
う
が
い
児
者

を
持
つ
親
の
会
は
、
昭
和
49
年
11
月
し
ょ
う

が
い
を
持
つ
子
ど
も
を
抱
え
た
６
世
帯
の
親

た
ち
が
創
立
し
、
多
く
の
支
援
者
の
方
々
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
知
的
、
自
閉
・
発
達
し

ょ
う
が
い
、
肢
体
の
３
し
ょ
う
が
い
を
分
け

る
こ
と
な
く
あ
わ
せ
て
42
世
帯
の
親
た
ち
が

１
１
３
名
の
方
々
と
６
団
体
が
賛
助
会
員
と

し
て
地
道
な
活
動
を
支
え
て
頂
い
て
い
ま

す
。
私
達
の
子
ど
も
が
大
志
を
叶
え
ら
れ
る

よ
う
「
ど
ん
な
障
が
い
が
あ
っ
て
も
生
ま
れ

育
っ
た
地
域
で
普
通
に
暮
ら
し
た
い
」
を
大

切
に
、
今
後
も
石
狩
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、
石

狩
市
・
江
別
市
・
恵
庭
市
・
千
歳
市
の
各
育
成

会
と
共
に
手
を
つ
な
ぎ
未
来
に
向
か
っ
て
更

な
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
と
北
広
島

大
会
を
機
に
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。」と
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
北
海
道
知

事
（
代
理
・
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局
長
坂
本

明
彦
氏
）
並
び
に
北
広
島
市
長
上
野
正
三
氏

か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

北
海
道
善
行
賞
表
彰
及
び
北
海
道
育
成
会

会
長
表
彰
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第 60 回
記念大会

（報告）

北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

全
道
大
会・北
広
島
大
会

主
張
し
運
動
を
進

め
る
こ
と
な
し
に

勝
ち
取
る
こ
と
は

出
来
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
意

味
で
も
、
今
後
も

こ
の
運
動
を
発
展

継
続
さ
せ
て
い
く

の
が
私
た
ち
に
課

せ
ら
れ
た
責
務
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

私
た
ち
が
目
指

し
て
い
る
「
共
生

社
会
」
は
制
度
の

拡
充
だ
け
で
は
実

現
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

道育成会会長表彰の様子 挨拶する加藤裕子大会実行委員長
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続
い
て
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
久
保
厚

子
会
長
か
ら
「
障
害
者
総
合
支
援
法
施
行
後
３
年
を

目
処
と
し
た
見
直
し
」
や
「
障
害
者
基
礎
年
金
の
地

域
格
差
に
関
す
る
専
門
家
検
討
会
」・「
虐
待
事
件
」

な
ど
障
が
い
者
の
暮
ら
し
に
深
く
関
わ
る
種
々
の
課

題
等
に
つ
い
て
中
央
情
勢
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
北
広
島
福
祉
会
の
皆
さ

ん
に
よ
り
、
太
鼓
17
台
に
よ
る
「
北
ひ
ろ
し
ま
勇
太

鼓
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
奏
が
行
わ
れ
、
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
親
の
会
員
は
５
分
科
会
に
本
人
た

ち
は
４
分
科
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
（
各
分
科
会
の
様
子
は
、
次
号
で
報
告
の
予
定
。）

【
本
人
大
会
分
科
会
の
内
容
】

第
１
分
科
会　

差
別
・
虐
待
に
つ
い
て

内
容　

差
別
、
虐
待
に
つ
い
て
知
ろ
う

　
　
　

映
像
を
通
し
て
理
解
を
深
め
よ
う

　
　
　

み
ん
な
の
体
験
や
発
表
を
聞
い
て
み
よ
う

第
２
分
科
会　

仕
事
に
つ
い
て

内
容　

�

仕
事
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
・
つ
ら
か
っ
た
こ

と
、
職
場
の
人
間
関
係
に
つ
い
て
思
う
こ
と

第
３
分
科
会　

障
が
い
者
権
利
条
約
に
つ
い
て

内
容　

�

今
、
あ
な
た
は
ど
こ
で
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し

て
い
ま
す
か
？　

自
分
は
障
が
い
が
あ
る
か

ら
、
今
の
暮
ら
し
で
も
仕
方
な
い
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？　

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
！

第
４
分
科
会　

思
い
出
観
光

　

い
つ
も
参
加
者
が
一
番
多
い
観
光
コ
ー
ス
で
す
。

今
回
は
バ
ス
４
台
で
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
工
場
・
千
歳
防

災
セ
ン
タ
ー
・
千
歳
文
化
セ
ン
タ
ー
の
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
・
ル
ル
マ
ッ
プ
自
然
公
園
ふ
れ
ら
ん
ど
（
昼
食
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
三
平
・
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
工
房
な
ど
）

を
順
に
見
学
し
ま
し
た
。
お
の
お
の
楽
し
い
思
い
出

を
胸
に
ケ
ガ
な
く
笑
顔
で
戻
り
ま
し
た
。

　

従
来
の
託
児
を
拡
充
し
て
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
体
験
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
取
り
入
れ
た「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
」

の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。（
参
加
者
は
支
援
者
含
35
名
）

　

夕
方
６
時
30
分
か
ら
は
、
親
の
会
と
本
人
の
会
が

北
広
島
ク
ラ
ッ
セ
ホ
テ
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
懇

親
会
が
行
な
わ
れ
、
余
興
は
、
江
別
市
内
の
サ
ー
ク

ル
に
よ
る
ハ
ワ
イ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
本
人
の
会
で
は

大
根
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
参
加
の
皆
さ
ん
同

志
で
交
流
が
深
め
ら
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
が
会
場

を
包
ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
会
２
日
目
は
「
将
来
の
安
心
に
向
け
て
」
と
題

し
て
東
京
大
学
特
任
専
門
職
員　

東
啓
二
氏
か
ら
の

記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
成
年
後
見
と
家
族
信
託
の
活

り
、
２
日
間
に
わ
た
る
北
広
島
大
会
は
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

　

２
日
間
、
駅
前
の
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
に
て
近
隣

の
通
所
事
業
所
製
品
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岩
手
県
育
成
会
に
対
す
る
フ
ラ
ィ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

開
催
の
た
め
の
募
金
活
動
が
行
わ
れ
、
１
２
，
９
２

１
円
の
支
援
金
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
の
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
27
年
度
北
海
道
善
行
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

【
自
立
活
動
者
】　
　
　

高
橋　

末
信
（
伊
達
市
）

【
自
立
支
援
功
労
者
】　

斎
藤　

房
雄
（
伊
達
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部　

俊
夫
（
更
別
村
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

貞
蔵
（
小
樽
市
）

平
成
27
年
度
北
海
道
知
事
感
謝
状
贈
呈
者（
敬
称
略
）

【
知
的
障
が
い
者
自
立
促
進
優
良
事
業
主
】

　

�

出
戸
信
成
（
札
幌
市
）・
岡
本
泰
成
（
伊
達
市
）・

武
山　

健
（
苫
小
牧
市
）

平
成
27
年
度
　
道
育
成
会
会
長
表
彰
（
敬
称
略
）

【
自
立
更
生
者
】

　

�

大
和
直
樹
（
伊
達
市
）・
渡
辺
敬
憲
（
伊
達
市
）・

上
村
訓
隆
（
伊
達
市
）・
斎
藤
さ
つ
き
（
伊
達
市
）・

佐
々
木
高
一
（
札
幌
市
）・
野
宮
裕
道
（
札
幌
市
）

【
自
立
更
生
援
護
功
労
者
】

　

�

佐
藤
み
ど
り（
北
広
島
市
）・
武
野
温
恭（
豊
頃
町
）・

渡
部　

務
（
豊
頃
町
）・
寺
内
多
寿
子
（
千
歳
市
）・

山
下
芳
子
（
恵
庭
市
）・
霜
山
冨
士
子
（
深
川
市
）・

皆
様
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

用
に
つ
い
て
の
現

状
と
課
題
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す

く
、
将
来
の
安
心

の
た
め
に
示
唆
を

頂
き
ま
し
た
。
最

後
に
大
会
決
議

文
・
本
人
大
会
決

議
文
が
読
み
上
げ

ら
れ
、
次
期
開
催

地
の
旭
川
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
会
長

源
紀
一
氏
か
ら
歓

迎
の
挨
拶
が
あ

カローリング
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今
後
の
予
定

９
月
18
日
㈮　

・
道
育
成
会
理
事
会

９
月
26
日
㈯　

・
全
国
育
成
会
連
合
会

　

～
27
日
㈰　
　

全
国
大
会
名
古
屋
大
会

菊
地
眞
弓
（
深
川
市
）

【
自
立
更
生
援
護
者
】

　

下
田
良
夫
（
伊
達
市
）・
門
脇
貞
男
（
苫
小
牧
市
）

　

�

　

Ｂ
型
事
業
所

Ｃ
ｏ
Ｋ
ｏ
Ｒ
ｏ
３
５
７

開
所
式
を
迎
え
て
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
静
内
耕
生
舎
代
表
理
事　

竹
田　
雄
三

　

７
月
１
日
に
開
設
い
た
し

ま
し
た
。

　

１
昨
年
秋
か
ら
、
障
が
い

者
の
事
業
所
等
の
開
設
の
話

が
あ
り
、
昨
年
秋
法
人
の
設

立
準
備
を
進
め
今
年
１
月
に

設
立
し
、
障
が
い
を
持
っ
て

い
る
方
が
通
っ
て
こ
れ
る
事

業
所
の
開
設
を
準
備
し
て
、
こ
の
７
月
１
日
、
新
ひ

だ
か
町
に
開
設
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
Ｃ
ｏ
Ｋ
ｏ
Ｒ
ｏ
３
５
７
」
の
名
称
に
つ
い
て
、

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
Ｃ
ｏ
」
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
障
が
い
の
方

を
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
消
費
す
る
人
」（
コ
ン
シ
ュ

ー
マ
ー
）。
つ
ま
り
生
活
者
と
い
う
こ
と
で
す
。「
Ｋ

ｏ
」
は
、
一
人
一
人
の
個
人
、
個
性
を
大
切
に
し
た

い
。個
人
と
し
て
の
権
利
を
大
切
に
し
た
い
。「
Ｒ
ｏ
」

は
、
そ
の
人
の
人
生
を
道
に
た
と
え
ま
し
た
。

　
「
３
５
７
」
の
「
３
」
は
、「
障
が
い
の
方
と
そ
の

ご
家
族
」
そ
し
て
「
地
域
社
会
」
私
た
ち
「
福
祉
に

携
わ
る
人
」
が
と
も
に
「
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人

も
安
心
で
き
住
み
や
す
い
地
域
社
会
を
共
に
作
っ
て

い
く
」
と
い
う
願
い
。「
57
」
は
、
そ
の
願
い
を
持 挨拶する竹田代表理事

っ
て
２
０
１
５
年
７
月
に
開
設
し
た
こ
と
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
歩
ん
で
い
き
た
い
と
の
思
い
を
込
め
て
名

づ
け
ま
し
た
。

　

ま
だ
開
設
し
て
間
も
な
い
私
た
ち
で
す
が
、
地
域

で
働
き
た
い
。
暮
ら
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
障
が
い

を
持
つ
ご
本
人
と
そ
の
家
族
の
思
い
に
寄
り
添
い
、

少
し
で
も
お
応
え
で
き
る
よ
う
就
労
支
援
及
び
生
活

支
援
事
業
を
行
な
え
る
よ
う
今
後
は
最
大
の
努
力
を

重
ね
て
い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
と
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

�

　

ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
・
ハ
ー
ト
フ
ル
臨
時
支
援

「
商
品
券
」が
支
給
さ
れ
ま
す
!!

　

北
海
道
で
は
、
国
の
「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支

援
交
付
金
」
を
活
用
し
て
一
定
条
件
を
満
た
す
要
介

護
世
帯
に
対
し
て
臨
時
的
に
商
品
券
５
，
０
０
０
円

（
１
，
０
０
０
円
を
５
枚
）
支
援
し
ま
す
。

【
給
付
対
象
の
方
】
平
成
27
年
４
月
１
日
時
点
で

　
　

１
要
介
護
認
定
３
以
上
の
方

　
　

２
障
害
支
援
（
程
度
）
区
分
４
以
上
の
方

　
　

３
特
別
障
害
者
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

　
　

４
経
過
的
福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

　
　

５
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

【
利
用
期
間
】
平
成
27
年
10
月
１
日
㈭
～

　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
１
月
31
日
㈰

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
北
海
道
保
健
福
祉
部
総
務
課

　
　

ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
・
ハ
ー
ト
フ
ル
臨
時
支
援
事
業

　
　

事
務
局　

０
１
１
―
３
３
０
―
８
０
４
１

「
道
育
成
会
特
別
研
修
会
」講
演
の
概
要

　
「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、障
害
者
の
養
護
者
に
対
す

る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
対
応
状
況
に

関
す
る
調
査
結
果
報
告
書
（
25
年
度
厚
労
省
調
査
）

に
よ
る
と
、
養
護
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待
の
相
談
・

通
報
件
数
は
４
，６
３
５
件
で
38
％
の
１
，７
６
４
件

に
虐
待
の
事
実
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
50
％

が
知
的
障
が
い
者
と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
お
り
、

今
な
お
虐
待
な
ど
が
後
を
た
た
ず
、
安
全
で
安
心
し

て
住
め
る
共
生
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
人
の
権
利
擁
護
と
い
う
観
点
か
ら
本
人
と
家
族

に
と
っ
て
地
域
生
活
が
行
い
や
す
く
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
３
ブ
ロ
ッ
ク
で
特
別
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
そ
の
概
要
を
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

後
日
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
通
じ
通
知
の
予
定
で
す
。

日
時
・
場
所

　

１　

平
成
27
年
11
月
12
日
㈭
14
時
半
～

　
　
　

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ　

寿
宴（
中
標
津
町
）

　

２　

平
成
27
年
11
月
13
日
㈮
10
時
～

　
　
　

札
幌
市
民
ホ
ー
ル

　

３　

平
成
27
年
11
月
14
日
㈯
13
時
～

　
　
　

滝
川
市
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
み
ん
く
る

演
題　
（
仮
題
）「
と
も
に
生
き
る
」

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

講
師　

明
星
大
学
教
授　

吉
川
か
お
り
氏
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